
簡
易
更
新
で
草
地
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
！

草
地
の
植
生
悪
化
は
、
牧
草
の
栄

養
価
や
嗜
好
性
の
低
下
を
招
く
原
因

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
完
全

更
新
は
、
費
用
と
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
比
較
的
取
り
組
み
や
す

い
簡
易
更
新
に
つ
い
て
作
溝
法
、
表

層
撹
拌
法
の
事
例
を
紹
介
を
し
ま
す
。

一
．
作
溝
法

専
用
の
播
種
機
（
写
真
一
）
な
ど

で
、
溝
を
切
る
方
法
で
す
。
比
較
的

手
軽
で
、
ト
ラ
ク
タ
と
播
種
機
が
あ

れ
ば
施
工
で
き
ま
す
。
近
年
は
雑
草

が
侵
入
し
た
草
地
へ
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ

イ
グ
ラ
ス
な
ど
を
追
播
す
る
取
り
組

み
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

写真1 作溝播種機の調整作業

①
播
種
時
期

早
春
、
一
番
草
・
二
番
草
収
穫
後
、

ま
た
は
初
冬
期
（
フ
ロ
ス
ト
シ
ー
デ

ィ
ン
グ
）
な
ど
干
ば
つ
時
以
外
で
あ

れ
ば
施
工
可
能
で
す
。

②
播
種
量

通
常
の
更
新
と
同
量
の
十
ア
ー
ル

当
た
り
二
～
二
．
五
ｋ
ｇ
程
度
で
播

種
し
ま
す
。
発
芽
後
の
状
況
は
、
プ

ラ
ウ
耕
の
約
半
数
の
発
芽
個
体
数
が

確
保
さ
れ
ま
す
。
（
表
一
）

③
発
芽
後
の
特
徴

草
種
に
も
よ
っ

て
は
発
芽
後
の
定

着
や
植
生
の
改
善

ま
で
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
草
地

を
そ
の
ま
ま
使
用

し
な
が
ら
改
善
で

写真２ 作った溝から発芽

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
（
写
真

二
）
。

二
．
表
層
撹
拌
法

表
層
撹
拌
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
耕

等
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
重
デ
ス

ク
ハ
ロ
ー
を
使
っ
た
釧
路
市
音
別
町

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

事
例
一

放
牧
地
施
工

傾
斜
地
の
た
め
除
草
剤
を
散
布
し

な
い
で
、
重
デ
ス
ク
ハ
ロ
ー
を
数
回

か
け
、
ロ
ー
ラ
ー
で
鎮
圧
後
ブ
ロ
ー

ド
キ
ャ
ス
タ
ー
で
播
種
し
再
度
ロ
ー

ラ
ー
で
鎮
圧
し
ま
し
た
（
写
真
三
・

四
）
。

写真３ 放牧地での施工

事
例
二

採
草
地

除
草
剤
で
枯
殺
処
理
し
た
後
、
デ

ス
ク
ハ
ロ
ー
を
数
回
か
け
て
、
ロ
ー

ラ
ー
鎮
圧
後
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

で
播
種
し
、
ロ
ー
ラ
ー
鎮
圧
し
ま
し

た
（
写
真
五
）
。

皆
さ
ん
も
取
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
詳
細
は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

（
平
成
二
十
九
年
四
月
作
成
）

写真４ 播種年秋の様子写真５ 採草地デスク更新
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